













三，〇 以上である。ところ 、宋代の詩は、唐詩 比べてあまり知られていないし 教科書に取り入れられる作品も くな 。それは、唐代には近体詩の形式が確立されたのみならず、その内容にも優れたものが多かったからであ 、一六世紀頃の明代に古文辞学派が登場した も、唐代以後それらを上回 ものが出てこなかったことを示していよう。《主な参考文献》













めようと思い、もう一層上の階へ上って行った。前半二句で十分な景色だが、それをさらに上に登り、も と広々とした大きな景色を見渡したくなったというのである。また後半二句は、二つの句が意味の上では一つながりになる「流水対」になっている。この詩は「全対格」の形だが、後半二句が流水対なので、全体として見ると対句の技巧のあとがあまり感じられない。ただ細かく見ると、色の対比、 「千 と「一」の数字の対比 ど、詩を引き締める効果がきちんと加算されている。
なお、作者王之渙は辺塞詩に優れるが、現在六首しか残ってい
ない。また官僚としては出世し かっ 。















後半の二句は、 「孤舟」 「独釣」 「寒江」などの孤独を表す を
効果的に使いながら、視線 漁師の姿へと凝集させていく。雪降りしきる中 一艘の小舟の上で一人釣りをしている漁翁の姿が、眼前に迫ってくるよ である。この漁翁こそ柳宗元自身の心の投影された姿なのである。
科挙に詩が取り入れられた関係からか、自然のほか、自分の感





















壊され、 「山河在り」とは宮殿や高楼が建ち並んでいたころは見えなかった山がくっきりと見え、川は人事の興亡を知らぬげに流れているということ、次の「草木深し」 あたりに誰もいないことを暗示している。都 栄えていれば雑草が生い茂ること ない、人影もまばらな廃墟 この二句は何げな 表現だが、都のた様子を立体的に表現している。
杜甫の詩には、天下国家（公）のことと自分や家族（私）のこ






































半ばを過ぎていながら、まだ放浪の身であった。つまり、送る者も送られる者も不遇 身の上だったのである。黄鶴楼の上からいつまでも見送り、後に流れる は長江ばかりと結んでおり、無限の惜別の情を尽きることのない長江の流れに託している。景と情がみごとに融けあった作品である。なお長江は大河であるが、黄鶴楼のある武漢あたりでは川幅が一，三〇〇メートルも ったとのことで、 たかも小舟が大海に出 くか ようであっただろう。
李白は、このあと宮廷詩人として活躍することになるが、足か
け三年ほどで長安を去る。そ ご杜甫 （七一二～七七 ） と出会い、しばらく一緒に旅をする。杜甫も仕官を目指していたが、科挙に合格 ないため有力者の推薦によって官僚になろうと、李白と別れたあと長安に向かった。
先に述べたように科挙に詩が取り入れられ、その結果、作詩は












詩の能力には優れていた。詩人として名を残している人物の多くは官僚であるが、官僚になれなかった者もいる。この点に留意しつつ、以下 は中学・高校の教科書に載せられてい 詩から六首ほど取り上げること する。
最初に取り上げる孟浩然（六八九～七四〇）と王維（七〇一？




















で、前半は静けさを強調している。第一句の人影が見えな とした静けさは、第二句の人の話 声だけが聞こえるこ で一層強調される。何もない、何も物音がしないとするより 僅か 声だけ聞こえるといった方が深閑とした様子が際立つ。六朝時代の詩よりヒントを得た表現である。
この詩は後半が素晴らしく、夕日と苔との瞬時の出会いに美の







の隋・唐時代には仕官コースの一つにすぎなかったが、貴族が消滅した宋代以降は官僚採用の中心となり 二〇世紀初めまで続いた。ふつう儒教的教養が試験され、地方と中央で何段階もの試験をうけ、そ 最終試験は三年に一度おこなわれて 毎回数百人合格した。
科挙の概要は以上のようだが、唐代には、則天武后の時代（第






































































































が日本ではみずからの文字を考え よりも先に漢字が入って来て、固有の文字を作り出すのはあとのことになった。これは日本に限らず、周辺の諸民族にとっても同様 った そして漢字を習得することは同時に中国語を習得することでもあり、 れ 必然的に漢字文化を吸収すること つながった。
また、漢字が入って来るまで日本には 献というものがなかっ






味をあらわす、いわゆ 孤立 である。漢字一字が一音、一義を原則とする単音節語では、発音の総数が制限されるため、同音異字が多くなり、発 によって意味を分別 きなくなってしまう。そこで声調による分別がつくられ、いわゆる四声がおこなわれるようになった。こうした分別は意図的に行われて たのではなく、自然発生的であったよ だ。このことに気付く は南北朝時代の南朝においてである。







去声・入声の四つのグループに分け 次に、それぞれの声調ごとに、同じ韻母をもつ漢字を一つのグループにまとめる。例えば、平声で「東」と同じ韻母をもつ漢字を つのグループにす そのままでは何のグループか分からないので、 「東」をグループの代
